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○ ２２年度上期の経済情勢をみると、欧州ソブリン問題を

　　契機に再び景気の先行き不透明感が強まり、市場金利

　　は一段と低下した。企業倒産は小康状態で推移したが、

　　中小企業の業況は総じて低迷を続けた。

○ 当行の９月中間決算をみると、純利益は、単体が４９０

　　百万円で前年比１６８百万円増、連結でも６３６百万円

　　で同１８２百万円増と前年比増益となった。ただ、当初

　　予想（単体・連結とも７億円）には及ばなかった。

　　

〇 増益となったのは、株式償却損の減少（前年１０億円→

　　１億円）など有価証券関係の損益が大幅に好転したこと

　　による。ただ、不良債権処理費用は増加した（同３億円

　　→１１億円）。

　　　　

○ ２２年度上期の営業をみると、預金と窓販は増加したが、

　　貸出は減少し、貸出金利も低下した。この結果、相対型

　　営業の成果を示すコア業務純益は１，４３２百万円と

　　低水準の前年を５２百万円上回るにとどまった。

　　

〇 財務内容は引続き改善した。９月末の不良債権比率が　

　　４．１４％（３月末４．３８％）に低下した 一方、自己資本

　　比率は９．８２％（同９．７５％）に上昇した。

○ ２３年３月期（通期）の純利益については、単体１０億円

　　程度（前年３億円）、連結１２億円程度（同３億円）と増益

　　を見込んでいる。当初予想（単体・連結とも１５億円）を

　　下回るのは、不良債権処理費用が増加するほか、当初

　　は皆無とみていた株式償却損が見込まれることによる。

　　

１．要約
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22年9月期 21年9月期 前年同期比

経 常 収 益 7,128 7,446 ▲ 318

経 常 利 益 440 162 278

純 利 益 490 322 168

経 常 収 益 8,333 8,871 ▲ 538

経 常 利 益 645 329 316

純 利 益 636 454 182

単　体

連　結

　２２年９月中間決算
（単位：百万円）



（単位：億円）

（１）預金

前  年 前年比%

個 人 ▲ 24 ▲ 30 4,557 ▲ 0.7

一 般 法 人 68 21 960 6.6

地 公 体 等 91 53 317 12.0

流 動 性 70 49 2,039 4.3

定 期 性 64 ▲ 4 3,795 ▲ 0.6

135 44 5,835 1.0合 計

増     減 ９月末残高

預
金
者
別

期
間
別

２．営業 ２２年度上期の預金
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○ 預金は上期中１３５億円増加し（前年４４億円増）、

　　９月末の残高は５,８３５億円、前年比１．０％増と

　　なった。

○ 預金者別にみると、個人預金は投信へのシフ ト

　　もあり若干減少したが、法人預金、公金預金は

　　かなり増加した。

○ 期間別にみると、流動性、定期性ともに増加した。

　　

（２）窓販

○ 上期の窓販は投信を中心に６６億円と低水準の

　　前年（４１億円）を上回った。

○ ９月末の預り資産は７４９億円、前年比５．８％増

　　となった。

〇 預金と預り資産を合計してみると、９月末では

　　６，５８４億円、前年比１．５％増となっている。

２２年度上期の窓販

前  年 前年比%

39 23 386 7.2

22 12 288 5.9

4 5 75 ▲ 1.2

66 41 749 5.8

公 共 債

合 計

販　売　額  ９月末預り資産残高

投 信

保 険

（単位：億円）

(注）NCD含む。



　 　（単位：億円）
　　　２２年度上期の貸出

○ 貸出は上期中７６億円減少し（前年６８億円減）、９月末

　　の残高は４,３８２億円、前年比１.０％減となった。

　　なお、償却を除くと５１億円の減少（前年５９億円減）。

　　

○ 住宅ローンは２７億円増（前年１５億円増）とまずまず

　　ながら、事業性貸出は８億円減（同５６億円減）と引続

　　き減少した。また、事業性貸出のうち中小企業向けは

　　２６億円の減少（同４５億円減）となった。

　　

○ 貸出約定平均金利（残高ベース）は上期中０.０５６％

　　低下し、９月末では２.３０６％となった。これは、企業の

　　資金需要が引続き低迷したうえ、銀行間の貸出競争が

　　一段と激化したことによる。

○ 上期の預貸率は末残７５．１％（３月末７８．２％）、平残

　　７６．９％（同７６．７％）となった。

〇 当行は、地元経済を下支えするとともに、当行の収益力

　　強化を図るため、貸出の増強に一段と力を入れていく

　　方針である。

貸出の動向

（３）貸出
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前　年 前年比%

22 10 1,441 3.4

住 宅 ロ ー ン 27 15 1,301 4.7

▲ 8 ▲ 56 2,531 ▲ 0.6

中 小 企 業 ▲ 26 ▲ 45 1,916 ▲ 3.1

▲ 45 ▲ 2 301 4.4

▲ 76 ▲ 68 4,382 ▲ 1.0

地 公 体

そ の 他 と も 合 計

増      減 ２２/９月末残高

消 費 性

事 業 性

　増　　減 残高前年比 　増　　減 残高前年比 　増　　減 残高前年比
億円 ％ 億円 ％ 億円 ％

44 4.2 ▲ 163 ▲ 6.5 ▲ 37 ▲ 0.7

43 3.9 ▲ 264 ▲ 11.4 ▲ 230 ▲ 4.9

87 7.6 ▲ 31 ▲ 1.5 73 1.7

46 3.8 ▲ 80 ▲ 4.0 ▲ 41 ▲ 0.9

27 4.7 ▲ 26 ▲ 3.1 ▲ 76 ▲ 1.0

その他とも合計

２２/上期

２１ 年 度

１９ 年 度

２０ 年 度

１８ 年 度

住宅ローン 中小企業向け



　

前　年 前年比%

債　　券 58 ▲ 52 949 20.3

株　　式 ▲ 6 5 58 ▲ 17.1

投信等 ▲ 3 5 55 ▲ 11.7

合　　計 48 ▲ 41 1,064 15.3

９月末残高増    減

（４）有価証券
　　（単位：億円）

　　　　

　（単位：百万円）

○ 有価証券は上期中４８億円増加し、９月末の残高は　　

　　１，０６４億円、前年比１５．３％増となった。株式と

　　投信は減少したが、国債等の債券が大幅に増加。

○ ９月末の債券デュレｰション（平均残存期間）は３．８年

　 とやや長期化（３月末２．０年）。

〇 ９月末の有価証券の含み損は１１億円と保有株の値下

　　がりから若干増加（３月末７億円）。

○ 上期の預証率は末残１８．２％（３月末１７．８％）、

　　平残１９．９％（同１９．２％）と若干上昇した。 　（単位：億円）

２２年度上期の有価証券
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　　　（「その他有価証券」ベース）

債　券 株　式 投信等

２０/３月末 ▲ 4,621 ▲ 1,371 ▲ 2,083 ▲ 1,166

２１/３月末 ▲ 3,532 ▲ 114 ▲ 1,438 ▲ 1,979

２２/３月末 ▲ 718 381 ▲ 234 ▲ 865

     ９月末 ▲ 1,181 781 ▲ 757 ▲ 1,205

合　計

債券の内訳

前年 構成比%

46 ▲ 53 759 79.9

うち　国債 42 ▲ 55 550 57.9

　　　事業債 28 72 130 13.6

12 1 189 19.9

▲ 131 3 24 2.5

95 ▲ 80 543 57.2

106 47 281 29.6

▲ 10 ▲ 22 100 10.5

58 ▲ 52 949 100.0

 国　内　債

合　　　　　　　計

発
行
者
別

９月末残高

 外  国  債

残
存
期
間
別

１年未満

１年以上５年未満

５年以上１０年未満

１０年以上

２２／上期増減

　　　保有有価証券の含み損益



1 .11
1 .01 0 .90

0 .79
0 .66

2 .64 2 .74
2 .57

2 .43
2 .24
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0.0

0.5

1.0
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2.0
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19/3月期 20/3 21/3 22/3 22/9

　（％）

貸出金利回り

預貸金利鞘

預金コスト

　　利鞘は運用利回りの低下から引続き縮小。

0.78

0 .62
0 .46

0 .31

0 .47

2 .32

2 .15 2 .12
1 .89

2 .36

1 .54

1 .74 1 .69

1 .58

1 .65

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

19/3月期 20/3 21/3 22/3 22/9

（％）

資金運用利回り

資金調達原価

総資金利鞘

　　5

（参考）預金利回り

19/3月期 20/3 21/3 22/3 22/9

0.15 0.33 0.37 0.27 0.21

（参考）有価証券利回り

19/3月期 20/3 21/3 22/3 22/9

1.32 1.39 1.17 1.45 0.85

（５）利鞘



３．損益

２２/９月期 ２１/９月期 前年比

資金利益 4,726 4,983 ▲ 257

4,902 5,270 ▲ 368

484 608 ▲ 124

604 842 ▲ 238

役務取引等利益 469 370 99

288 188 100

債券５勘定※      　　　　Ａ 408 165 243

売却益 408 446 ▲ 38

債券償却 － ▲ 269 269

3,856 3,980 ▲ 124

1,730 1,729 1

1,859 1,907 ▲ 48

266 342 ▲ 76

1,840 1,546 294

1,432 1,380 52

預金利息

窓販手数料

 実質業務純益 　　　　　Ｂ　　

 コア業務純益 　　　　Ｂ－Ａ　

 人 件 費

 物 件 費

 経  費

 税 金

貸出金利息

有価証券利息配当金

（単位：百万円）
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（１）業務純益

○ 資金利益は４７億円と前年比２億円の減少。

　　－主力の貸出金利息は貸出金利の低下、貸出の減少

　　　 から３億円の減少。

　　－有価証券利息は金利の低下から１億円の減少。

　　－預金利息は預金金利の低下から２億円の減少。

〇 窓販手数料は販売の増加、預り資産残高の増加から

　　同１億円の増加。

〇 債券５勘定は償却の減少（前年２億円→０）から

　　同２億円の増加。

〇 営業経費は物件費、税金の減少から同１億円の減少。

〇 実質業務純益（一般貸倒引当金を除く業務純益）は

　　１，８４０百万円と同２９４百万円の増加。

〇 コア業務純益（債券５勘定を除く実質業務純益）は

　　１，４３２百万円と同５２百万円の増加。 ※債券５勘定＝国債等債券売却益、償還益、売却損、償還損、償却



２２/９月期 ２1/９月期 前年比

1,840 1,546 294

1,191 374 817

一般貸倒引当金繰入（△戻入） 358 △ 674 1,032

個別貸倒引当金繰入（△戻入） 5 629 ▲ 624

貸出金償却・売却損 828 418 410

 株式３勘定※ ▲ 143 ▲ 1,014 871

株式償却 ▲ 122 ▲ 1,043 921

440 162 278

 償却債権取立益 113 176 ▲ 63

490 322 168

 実質業務純益

 不良債権処理費用

 中間純利益

 経常利益　

（単位：百万円）
（２）純利益
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○ 実質業務純益は前年比３億円の増加。

〇 不良債権処理費用は貸倒引当金の積み増し、償却の

　　増加から１１億円と同８億円の増加。

　　

〇 株式の償却は１億円と同９億円の大幅減少。

〇 この結果、経常利益は４４０百万円と同２７８百万円

　　の増益となった。

　　　 償却債権取立益など特別損益を加えた純利益も

　　４９０百万円と同１６８百万円の増益となった。

〇 連結ベースでは、経常利益は６４５百万円と前年比

　　３１６百万円の増益、純利益は６３６百万円と

　　同１８２百万円の増益となった。

〇 ただ、貸出金利息収入の減少、不良債権処理費用の

　　増加など、収益の基調は依然不芳と考えている。

　

※株式３勘定＝株式等売却益、売却損、償却

経常利益 645 329 316

純利益 636 454 182

（参考）連結ベース



４．不良債権
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21/3月末 22/3月末 22/9月末

　正常債権への

  上方シフト
▲ 39 ▲ 14 ▲ 3

　正常債権からの

  下方シフト
65 65 27

　償　　　却 ▲ 50 ▲ 20 ▲ 24

　売　　　却 0 0 0

　返済・回収 ▲ 38 ▲ 39 ▲ 14

　合　    計 ▲ 62 ▲ 9 ▲ 14

（単位：億円）
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不良債権の増減要因

　○ ９月末の不良債権（金融再生法開示基準）は

　　　１８２億円と３月末比１４億円の減少。

　　　　ただ、正常債権から不良債権への下方シフトは

　　　依然高水準。

　〇 ９月末の総与信は４，４０８億円と３月末比７９億円

　　　の減少。

　〇 この結果、不良債権比率は４．１４％と引続き低下

　　　（３月末４．３８％）。　

不良債権比率　

　　　　　　　（%）
不良債権額
　　　（億円）

不良債権の動向

破産・更生等債権

要管理債権

危険債権

不良債権比率 ＝
　総与信

不良債権

２６７

２０５

１８２
１９６



（単位：百万円、％）

○ 業種別に不良債権比率（リスク管理債権ベース）をみると、建設業、卸小売業、不動産業、サービス業　

　　は依然高めとなっている。

A ３月末比 B ３月末比 B／Ａ ３月末比

製造業 33,383 ▲ 764 1,269 ▲ 93 3.8 ▲ 0.1

建設業 26,784 ▲ 900 2,813 ▲ 37 10.5 0.3

情報通信業 4,692 1,811 167 0 3.5 ▲ 2.2

運輸業・郵便業 14,399 ▲ 1,015 200 ▲ 72 1.3 ▲ 0.4

卸売業・小売業 42,789 ▲ 460 2,811 44 6.5 0.2

金融業・保険業 22,501 ▲ 188 20 ▲ 1 0.0 0.0

不動産業・物品賃貸業 47,199 1,597 3,736 ▲ 1,074 7.9 ▲ 2.6

各種サービス業 54,093 ▲ 3,730 4,933 ▲ 33 9.1 0.6

国・地方公共団体 33,944 ▲ 5,333 - - - -

個人その他 158,483 1,365 2,158 ▲ 169 1.3 ▲ 0.1

 合  計 438,267 ▲ 7,617 18,111 ▲ 1,435 4.1 ▲ 0.2

業　種
貸　出　残　高 リスク管理債権残高 不良債権比率
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業種別の不良債権動向（２２年９月末）



５．自己資本

○ ９月末の自己資本比率（ＢＩＳ国内基準）は９．８２％、

　　ＴｉｅｒⅠ比率は７．６８％に上昇。
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（単位：億円、％）

（単位：％）
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240 242 247

9.11
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7.687.607.40
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22/9月末 22/3月末 ３月末比

316 311 5
TierⅠ（中核的資本）　　B 247 242 5
TierⅡ（補完的資本） 69 69 0

うち劣後債 37 37 -
控除項目 ▲ 1 ▲ 1 -

3,220 3,189 31
信用リスクアセット 3,005 2,965 40

うち貸出 2,498 2,480 18
オペレーショナルリスクアセット 214 223 ▲ 9

9.82 9.75 0.07

7.68 7.60 0.08

　自己資本                       A

　リスクアセット 　　　 　       C

　TierⅠ比率　　　　 　    B／C 

　自己資本比率　　　     A／C

ＴｉｅｒⅠ

その他

自己資本
　　（億円）

303 313 311

TierⅠ比率

自己資本比率

（参考）有価証券の含み損を考慮した場合

9.46 9.52 ▲ 0.06

7.32 7.37 ▲ 0.05

　実質自己資本比率

　実質ＴｉｅｒⅠ比率

316

自己資本比率
　　　　　　（％）
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（注）統合リスク量＝信用リスク、市場リスク、金利リスク、
　　　　　　　　　　　　 オペレーショナルリスクの単純合計。
　　・信用リスク、市場リスク、金利リスクはＶａＲ（一定
　　　　期間に一定確率で被り得る最大損失額）による。
　　　
　　　ＶａＲの計測方法ー観測期間１年、信頼水準９９％、
　　　　保有期間は次のとおり。
　　　　　 信用リスク：１年（２４０日）
　　　　　 市場リスク：政策投資株式・満期保有目的債券・
　　　　　 仕組ローン各１２０日、

売買目的有価証券１０日、
　　　　　　　　　 その他有価証券６０日
　　 金利リスク：半年（１２０日）
　　・オペレーショナルリスクは基礎的手法（年間業務

粗利益の１５％）による。

240 242

79

125

117

161

○ ９月末の統合リスク量は９５億円と信用リスク量の減少から３月末比２２億円の減少。

　 ９月末のTierⅠは２４７億円と統合リスク量９５億円を大幅に上回っている。

○ なお、アウトライヤー規制における９月末の銀行勘定金利リスク量は自己資本の１９．９％に上昇（３月末１６．８％）。

11

統合リスク

(億円）

信用リスク

市場リスク

金利リスク

オペレーシ
ョナルリスク

ＴｉｅｒⅠ

リスク
バッファー

152

95

247



６．今期の業績予想
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（損益）

（財務内容）

（単位：百万円）

（単位：％）

○ ２３年３月期（通期）の純利益については、単体１０億円

　　程度（前年３億円）、連結１２億円程度（同３億円）と

見込んでいる。

　　－５月１５日発表の当初予想（単体・連結とも１５億円）

　　　を下回るのは、不良債権処理費用が増加するほか、

　　　当初は皆無とみていた株式償却損が見込まれること

　　　による。

　　

〇 ２３年３月末の財務内容については、当初予想どおり、

　　不良債権比率４％程度（前年４．３８％）、自己資本比

　　率１０％程度（同９．７５％）と見込んでいる。

〇 なお、期末の配当については、当初方針どおり、１株に

　　つき１円５０銭（前年１円）を予定している。

　21/3月期
　　実  績

　22/3月期
　　実  績

　23/3月期
　　予  想

経 常 収 益 14,985 15,823 14,000

経 常 利 益 ▲ 3,934 85 800

純 利 益 ▲ 3,286 300 1,000

経 常 収 益 17,606 18,320 16,500

経 常 利 益 ▲ 3,796 241 1,000

純 利 益 ▲ 3,285 388 1,200

単
　
体

連
　
結

　21/3月期
　　実  績

　22/3月期
　　実  績

　23/3月期
　　予  想

不 良 債 権 比率 4.54 4.38 4％程度

自 己 資 本 比率 9.65 9.75 10％程度

不 良 債 権 比率

自 己 資 本 比率 9.59 9.72 10％程度

単
体

連
結
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0
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20

30

40

50

0.48

0.78 0.72

1.01 1.03
0.95

0.80
0.60 0.64

ＯＨＲ＝
営業経費

コア業務粗利益（コア業務純益＋営業経費）

（％）

（１）収益性－近年は悪化

　　　ＲＯＡ（総資産利益率）、ROＥ（株主資本利益率）が低下の一方、OHR（営業経費率）は上昇。

79.4

70.1 68.9

58.7
55.6

56.9

61.5

66.6

15.3

22.6
21.3

28.1
27.4

23.5

19.5

16.4

66.4

ＯＨＲ ＲＯＥ （％）

16.9

７．やや長い目でみた経営動向

ＲＯＡ

ＲＯＡ＝
総資産(平残)

コア業務純益

81.8

11.3

株主資本(平残)

コア業務純益
ROE＝

0.42

1

2

0

（％）

72.9

11.7

0.46



（２）健全性－引続き改善
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　 不良債権比率が大幅に低下の一方、自己資本比率は着実に上昇。

6.0 6.1

9.829.759.65
9.11

9.9

8.6

8.0

5.55.4

4.14
4.54

9.0

6.5

13.2

18.7

11.4

19.5

15.3

5.99

4.38

0

5

10

15

20

13/3月末 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 22/9

自己資本

リスクアセット

　（％）

不良債権

　総与信

（参考）資本の外部調達

　14年3月　第三者割当増資　　 146億円

　16年9月　新株予約権付社債　 20億円

　17年3月　劣後社債　　　　　　　 45億円

　18年9月　新株予約権付社債　 45億円

　22年3月　劣後社債　　　　　　　　37億円　

自己資本比率 ＝

不良債権比率 ＝



店舗名 営業店長 電話番号

渡利出張所 安田 行雄 ０２４－５２３－３３４１

山下町出張所 佐藤 哲也 ０２４－５３１－５３１１

泉出張所 長嶺 公木 ０２４－５５９－１２３１

福島西支店 渡辺 吉信 ０２４－５３４－７１５８

福島北支店 本名 勝幸 ０２４－５５３－５５６１

福島南支店 葛西 宏一 ０２４－５４５－３１１１

蓬莱出張所 岩本 学 ０２４－５４８－６３３１

笹谷支店 和泉 好宏 ０２４－５５８－１１３５

岡部支店 草野 真之 ０２４－５３１－８０８１

大森支店 佐久間 行英 ０２４－５４６－５９１１

八島田支店 熊坂 久幸 ０２４－５５８－６００１

飯坂支店 芳賀 良栄 ０２４－５４２－３２５１

保原支店 今村 正弘　 ０２４－５７５－３１０１

桑折支店 末永 秀一 ０２４－５８２－２２０７

川俣支店 林 昭夫 ０２４－５６５－２２１１

二本松支店 大井川 恵一 ０２４３－２２－２１５１

本宮支店 佐藤 善範 ０２４３－３４－３１６１

さくら通出張所 遠藤 秀典 ０２４－９３１－５６７０

芳賀支店 丹野 眞宏 ０２４－９５６－０１８８

開成支店 鈴木 重晴 ０２４－９２１－０３０１

大槻支店 織内 康司 ０２４－９５１－８５００

富久山支店 前野 博之 ０２４－９３４－１６２０

菜根支店 山本 利幸 ０２４－９２３－４５００

安積支店 小野 英典　 ０２４－９４５－５５３０

荒井支店 鈴木 岳伯 ０２４－９４６－１８５０

富田支店 佐々木 茂雄 ０２４－９５２－３９２２

須賀川支店 稲村 修 ０２４８－７５－２１５８

須賀川西支店 宮崎 浩行 ０２４８－７２－８８５５

県
　
　
　
　
　
　
北

県
　
　
　
　
中

０２４－５２５－２９１１本店営業部

郡山営業部 ０２４－９３２－１５００

常務執行役員
遠藤 久志

常務執行役員
鈴木 弘志

（付） 営業店一覧(営業時間：平日午前９時～午後５時）
店舗名 営業店長 電話番号

矢吹支店 眞壁 孝文　 ０２４８－４２－３９１１

白河支店 吉田 直人 ０２４８－２４－１３１１

船引支店 熊坂 光幸 ０２４７－８２－１１５１

石川支店 安齋 健造 ０２４７－２６－２１２７

棚倉支店 後藤 秀之 ０２４７－３３－２２１１

矢祭支店 大橋 徹 ０２４７－４６－３１４１

会津支店 佐藤 明則 ０２４２－２６－６３１１

門田支店 半澤 健一 ０２４２－２８－５１３１

猪苗代支店 黒須 正雄 ０２４２－６２－２０５４

喜多方支店 山口 啓二 ０２４１－２２－２１６３

相馬支店 上野 芳秀 ０２４４－３５－２１６１

原町支店 渡辺 敦雄 ０２４４－２３－２１５８

浪江支店 小貫 博市 ０２４０－３４－３１８１

富岡支店 新田 廣行  ０２４０－２２－２１６１

四倉支店 田中 真一 ０２４６－３２－４１５１

平支店
執行役員
齋藤 郁雄

０２４６－２３－３３３１

平東出張所 佐藤 善典 ０２４６－２１－５４１１

内郷支店 伊藤 伸一 ０２４６－２６－２０６１

湯本支店 小石沢 好勝 ０２４６－４２－２１３８

小名浜支店 山﨑 英夫 ０２４６－５３－４１０１

植田支店 新田 孝喜 ０２４６－６２－２１５１

仙台支店 佐藤 健市 ０２２－２２３－８１９１

黒磯支店 長谷川 正人 ０２８７－６２－１６２５

水戸支店 神谷 義晴 ０２９－２２４－５６０６

大宮支店 星　昌吾 ０４８－６４３－２８３０

県
　
外

県
　
　
南

浜
　
　
通
　
　
り

会
　
津

15

福島 福島市浜田町 ０２４－５２１－６１７７
郡山 郡山市西ノ内（郡山営業部内） ０２４－９３２－３,３８０
白河 白河市新白河（白河支店内） ０２４８－２４－５８５８
いわき いわき市平（平支店内） ０２４６－３７－８８１６

（参考）ローンプラザ（営業時間：平日午前１１時～午後７時）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土曜午前１１時～午後５時）
　



　 ～お問合わせ先～

株式会社福島銀行 　経営企画室

　　　　　　　　　　　　　　 広報担当　井上大樹

　　　　　　　　　　　　　　　 　同　　　　須藤祐介
TEL:    024-525-2525 （代）

FAX:    024-536-5338

E-Mail: keiki@fukushimabank.co.jp 

URL: http://www.fukushimabank.co.jp

本資料には、将来の業績に係る記述が含まれております。

こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより異なる可能性があることにご留意ください。

以　上
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